
京奈和自動車道 紀の川IC(出入口)路面変状により通行止め(第６報)

＜問合せ先＞ 国土交通省 近畿地方整備局 和歌山河川国道事務所

副所長 林 茂視 （内線 ２０５）

総括地域防災調整官 上田 奈央人 （内線 ２０７）

ＴＥＬ０７３ー４２４ー２４７１（代表）

＜取 扱 い＞

＜配 布 場 所＞ 和歌山県政記者クラブ、和歌山県政放送記者クラブ

和歌山県地方新聞記者クラブ、

近畿建設記者クラブ、大手前記者クラブ

はやし

令和６年３月１日１４時００分

近 畿 地 方 整 備 局

和 歌 山 河 川 国 道 事 務 所
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な お と

京奈和自動車道 紀の川IC（出入口）において、路面変状により１２月５日より

通行止めを実施しておりますが、本日、原因究明及び対策方針を検討するための対

策検討委員会（第１回）を実施しましたので、その結果についてお知らせします。

け い な わ

■管内の状況について

□道路情報提供システム ＜http://www.road-info-prvs.mlit.go.jp/roadinfo/pc/＞

□和歌山河川国道事務所X（旧Twitter） ＜https://twitter.com/Mlit_Wakayama＞

□和歌山河川国道事務所ホームページ ＜https://www.kkr.mlit.go.jp/wakayama/＞

き の か わ

～京奈和自動車道紀の川IC路面変状対策検討委員会の結果をお知らせします～

う え だ

※「京奈和自動車道紀の川IC路面変状対策検討委員会」は、令和５年１２月５日に京奈和自動車道
紀の川ＩＣ（和歌山県紀の川市池田新地区）において、ランプ部に確認された路面変状に対して、
その発生に至った原因究明及び対策について技術的な検討を行うことを目的とする委員会です。

京奈和自動車道紀の川ＩＣ路面変状対策検討委員会の実施結果
○事象の原因について

紀の川ＩＣ周辺は地形的条件等から紀の川ＩＣ盛土内に地下水が集積しやすい形状のた
め、５号補強土壁背面には透水能力のある盛土材を使用していたが、長い期間をかけ紀の
川ＩＣ盛土内の地下水位が繰り返し変化したことにより、盛土材の細粒分が多くなり透水
能力の低下が確認された。こうした盛土材の変化が原因となり、隣接する池の水位低下時
に盛土内の地下水位が追随できず、盛土内に残った水の水圧と盛土の土圧が許容応力を超
過したため、盛土全体に変状が生じ、路面に亀裂が発生したと考察される。

○対策方針について
紀の川ＩＣ周辺の地域経済への影響や地元皆様の利便性を踏まえ、紀の川ＩＣの早期解

放が可能となるように、次の対策について詳細な検討をすること。
・ステップ１ 紀の川ＩＣランプ盛土部を軽量化し交通開放
・ステップ２ 恒久対策として地すべりを抑止するための押え盛土工法等

〇今後について
本委員会の検討結果を踏まえ、詳細な設計を進める。

なお、今後の取り組み状況や開放時期については、適宜お知らせ致します。



京奈和自動車道紀の川IC路面変状対策検討委員会の開催

■被災状況

■対策方針 【対策方針】
ステップ１
ランプ盛土部を軽量化し交通開放

【対策方針】
ステップ２
恒久対策として地すべりを抑止するための押え盛土工法等

法肩部クラック補強土壁の変状 ランプ部クラック 市道路面クラック


